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の
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拶
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 発行人   藤田 三男

編集人 吉崎 紘一 奥 俊一郎

 原田 哲夫

同
好
会
活
動
も
参
加
者
の
減
少
下

で
も
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
世
話

役
の
高
齢
化
は
不
安
材
料
で
す
が
、

可
能
な
限
り
継
続
に
努
め
ま
す
。

毎
月
の
役
員
会
は

「
大
津
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

に
て

滋
賀
地
区
の
役
員
会
は
、
「
大

津
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
に
て
、

毎
月
実
施
で
き
て
い
ま
す
。
役
員

数
は
17
名
で
、
従
来
内
容
の
活
動

を
継
続
中
で
す
。

懸
念
は
、
交
通
手
段
で
あ
る
車

の
運
転
が
い
つ
迄
可
能
か
で
す
。

三
洋
電
機
㈱
の
代
表
者
交
代

及
び
洋
友
会
会
長
改
選

三
洋
電
機
㈱
代
表
取
締
役
社
長

の
交
代
が
あ
り
「
井
垣 

誠
一
郎
」

社
長
が
退
任
し
、
「
阿
部 

克
己
」

新
社
長
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

洋
友
会
本
部
も
役
員
の
改
選
が

あ
り
、
会
長
が
「
小
林 

義
尚
氏
」

か
ら
「
甲
野 

節
男
氏
」
に
交
代
さ

れ
ま
し
た
。

本
部
と
の
情
報
交
換
は
、
コ
ロ

ナ
以
来
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
会
議
と
全
国
会
長
会
議
を

11
月
12
日
に
新
大
阪
の
ト
ヨ
タ
ビ

ル
内
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。定

例
連
絡
会
は
今
年
も
非
対
面

の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会

議
で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
す
。

洋友滋賀

《
洋
友
会
滋
賀
地
区
会
員
状
況
》

（
２
０
２
５
年
12
月
１
日
現
在
）

《
全
国
支
部
と
会
員
数
に
つ
い
て
》

本
部
と
15
地
区
の
２
０
２
５
年
10

月
末
時
点
で
は
、
約
３
３
０
０
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
定
期
総
会
は

本
年
4
月
20
日
（
月
）

令
和
8
年
度
の
総
会
及
び
懇
親
会

は
、
4
月
20
日
（
月
）
に
昨
年
と
同

じ
「
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
」
に
予
約
済
で
す
。
詳
細
に
関
し

て
は
、
２
月
の
メ
ー
ル
便
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
「
総
会
・

懇
親
会
へ
の
出
席
ご
案
内
ハ
ガ
キ
」

を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

洋
友
会
滋
賀
地
区
も
活
動
継
続
の

た
め
に
も

『
ふ
れ
合
い
を
深
め
て

第
二
の
人
生
を
よ
り
楽
し
く
充
実
し

た
も
の
に
努
め
て
い
く
洋
友
会
滋
賀

地
区
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
通
り
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
き

一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令和２年 元旦

“
ス
ロ
ー
ガ
ン 

”

「
ふ
れ
合
い
を
深
め
て

   

第
二
の
人
生
を
よ
り
楽
し
く

充
実
し
た
も
の
に
努
め
て

い
く
洋
友
会
滋
賀
地
区
」 2023年元旦

平
均
年
齢

滋
賀
地
区
会
員
数

8
1
・
９
歳

１
７
９
名

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
晦
日
、
お
正
月
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
心
よ
り
願
う
と
と
も
に
新
年

を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
4
月
９
日
に
６
年
ぶ
り

に
総
会
（
参
加
者
62
名
）
と
懇
親
会

（
参
加
者
62
名
）
を
同
日
に
同
じ
場

所
（
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
）
に
て
開
催
で
き
ま
し
た
。

恒
例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
も
、

10
月
17
日
（
金
）
前
年
と
同
じ
場
所

（
瀬
田
川
中
の
島
の
青
年
会
館
）
に

て
、
参
加
者
44
名
、
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
。
中
の
島
は
元
三
洋
電
機

滋
賀
工
場
の
対
面
に
あ
り
“
旧
友
と

の
ふ
れ
合
い
”
に
は
最
良
の
開
催
会

場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

洋
友
会
滋
賀
地
区

会
長

藤
田 

三
男 

謹んで新年の
お慶びを
申し上げます

令和八年
元旦

（ﾌｫﾄｸﾗﾌﾞ写真提供）



地区だより （２）

。2025年度洋友会滋賀地区の活動報告（回顧）

２
０
２
５
年
４
月
9
日
（
水
）
に
、
定
期
総
会

及
び
懇
親
会
を
「
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ

ル
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
、
総
会
並
び
に
懇
親
会
は
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
総
会
出
席
者
は
近
年
で
は
最
も

多
い
62
名
で
し
た
。

２
０
２
５
年
10
月
17
日
（
金
）
に
、
恒
例

の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
を
唐
橋
中
の
島
の
青
年
会
館

で
、
秋
空
の
晴
天
の
も
と
開
催
で
き
ま
し
た
。

総
勢
44
名
の
方
が
参
加
し
て
大
変
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
歩
こ
う
会
同
好
会
」
川
西

安
広

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
れ
ば

楽
し
さ
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、
6
回

（
３
・
４
・
５
・
６
・
10
・
11
月
）
を

基
本
と
し
て
計
画
・
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
状
は
、
参
加
者
が
年
々
減
少
気
味
で

会
の
存
続
も
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
蔓
延
し
外
出
注
意
が
強
く
な
っ
た
状

況
で
も
10
名
前
後
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
が
コ
ロ
ナ
が
下
火
に
な
っ
て
も
回
復

し
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
熊
注
意
な
ど

外
出
注
意
が
継
続
し
、
参
加
を
躊
躇
す

る
こ
と
も
起
因
し
て
２
０
２
５
年
度
の

参
加
者
は
５
名
程
度
の
時
も
あ
り
ま
し

た
。

桜並木の「海津大﨑」を歩きました。
２０２５年3月

「安養寺にて」
２０２５年10月

今
年
は
、

一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

「
定
年
後
の
肝
要
は
、
キ
ョ
ウ
イ
ク

と
キ
ョ
ウ
ヨ
ウ
」
を
思
い
出
し
て
頂

き
、
【
今
日
行
く
】
と
こ
ろ
が
あ
る
、

【
今
日
の
用
事
】
外
へ
出
る
用
事
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
年
6
回
で
す

が
「
洋
友
会
・
歩
こ
う
会
」
活
動
に

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

今回は5名が参加しました。
「坂本 西教寺」２０２５年11月

<同好会活動報告> 2025年の活動を紹介します。

瀬田川の川向の元三洋電機
を眺めながらのBBQ大会は、
どうしても昔の思い出話がで
てきます。また来年もこの地で
の開催を約束しました。



地区だより（３）

「
ゴ
ル
フ
同
好
会
」

滝
本

忠
男

令
和
7
年
度
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
開

催
は
、
4
回
で
延
べ
67
名
の
参
加
で
1

回
あ
た
り
の
参
加
は
17
名
で
し
た
。
洋

友
会
の
会
員
数
１
７
９
名
（
２
０
２
５

年
12
月
現
在
）
の
1
割
が
参
加
し
て
い

ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
醍
醐
味
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
飛
距
離
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
・
バ
ー

デ
ィ
な
ど
瞬
間
の
気
分
爽
快
感
が
最
高

で
す
。

<第168回洋友会ゴルフコンペ>2025年11月20日：ｾﾝﾁｭﾘｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ
少し天気は時雨模様でしたが、みなさん元気にプレー

ゴ
ル
フ
は
止
め
ら
れ
ま
せ
ん

令
和
8
年
度
か
ら
ゴ
ル
フ
同

好
会
の
世
話
役
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
思
う
同
好
会
の
主
旨
は
、

同
じ
趣
味
の
方
が
集
ま
り
、
楽

し
く
、
向
上
す
る
場
所
を
提
供

す
る
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
も
積
極
的
に
参
加
し
て
余

生
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

年
齢
を
重
ね
る
度
に
考
え
る

の
が
、
ゴ
ル
フ
場
ま
で
安
全
に

来
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
選
び
と

少
し
ず
つ
減
る
人
数
の
中
で
楽

し
く
で
き
る
同
好
会
を
考
え
進

め
て
い
き
ま
す
。

「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
」

片
岡

耕
作

「
一
期
一
会
」
の
光
を
と
ら
え
、

人
生
の
机
上
に
そ
っ
と
置
く･････

写
真

と
は
、
そ
ん
な
静
か
な
喜
び
で
す
。

ま
ず
、
毎
月
開
催
し
て
い
る
フ
ォ
ト
サ

ロ
ン
で
す
。
自
由
作
品
や
テ
ー
マ
作
品
を

持
ち
寄
り
、
基
本
的
な
こ
と
を
学
び
な
が

ら
発
表
す
る
場
で
、
楽
し
み
つ
つ
腕
を
磨

い
て
い
ま
す
。

毎月実施の「フォトサロン」の
様子です。ここで、各人の作品を
紹介して基本的なことを学びます。
スクリーンに映し会員相互の意見
交換で各自のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟを図ります。

・
二
つ
目
は
、
二
か
月
に
一
度
の
撮
影
会

で
す
。
四
季
折
々
の
風
景
や
植
物
を
撮
影

し
、
自
然
へ
の
関
心
が
深
ま
る
貴
重
な
機

会
で
す
。

・
三
つ
目
は
、
年
に
一
度
の
作
品
展
示
会

で
す
。

3
～
4
点
を
自
費
で
出
展
し
ま
す
が
、

会
員
皆
が
喜
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

・
四
つ
目
は
、
全
国
・
地
方
で
開
催
さ
れ

る
写
真
展
へ
の
応
募
で
す
。
こ
れ
は
自
由

で
す
が
、
自
分
の
作
品
に
挑
戦
で
き
る
良

い
機
会
で
す
。

と
も
に
楽
し
む
仲
間
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

２ケ月に一度の「撮影会」で
石山寺を訪問。

スタート前の笑顔がプレー後には・・？



地区だより （４）

「
山
歩
き
同
好
会
」 

藤
田

三
男

発
足
年
：
２
０
０
３
年
２
月

会
員
数
：
10
名

活
動
頻
度
：
9
回
／
年

「
体
力
に
合
っ
た
山

 

季
節
に
合
っ
た
自
然
を
体
験
」

令
和
7
年
は
、
猛
暑
注
意
報
へ
の

対
応
と
雨
天
の
た
め
、
4
回
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

2
月
は
、
牛
尾
山→

わ
ら
び
の
里
、

4
月
は
、
八
幡
山
、
10
月
は
、
京
都

ト
レ
イ
ル
北
山
、
11
月
は
、
京
都
ポ

ン
ポ
ン
山
を
歩
き
ま
し
た
。
年
々
高

齢
化
す
る
中
、
平
均
参
加
数
は
5
名

で
し
た
。

今
後
も
コ
ー
ス
は
県
下
の
山
を
中

心
に
安
全
第
一
を
最
優
先
に
歩
行
距

離
８
キ
ロ
・
標
高
差
約
４
０
０
ｍ
く

ら
い
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
健
康

寿
命
１
０
０
歳
を
目
指
し
、
山
歩
き

と
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
て
、
自
己

免
疫
力
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

健
康
・
体
力
維
持
に
山
歩
き
は
最
適

で
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
良
好

で
す
。

仲
間
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

2025年2月（牛尾山～わらびの里）

2025年11月
（ポンポン山を完走）

まだまだ足腰は大丈夫
山歩きの楽しさは完走した時の

爽快感です。
みなさ～ん、
2026年にトライしてみませんか？

山
歩
き
を
敢
行
し
た
あ

と
の
仲
間
で
食
べ
る
食
事

は
格
別
に
美
味
し
い
で
す
。

「
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
」

塩
見

孝
雄

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
近
年
月
平
均
約
８
人
と
参
加

者
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
年
齢
も
洋
友
会
の

平
均
年
齢
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
歌
わ

れ
る
歌
は
も
っ
ぱ
ら
昭
和
の
「
演
歌
」
中
心
で
す
。

そ
の
中
で
も

・
毎
月
必
ず
新
曲
を
仕
入
れ
て
挑
戦
さ
れ
る
方

・
歌
唱
力
採
点
に
ト
ラ
イ
し
記
録
し
て
次
回
は
前
回
を

上
回
る
得
点
を
狙
わ
れ
る
方

各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
の
頃
・
あ
の
と
き
の
事
を

思
い
出
し
、
一
曲
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
毎
月
第
三
木
曜
日
、
Ｊ
Ｒ

石
山
駅
下
車
し
て
瀬
田
川
に
向
か
っ
て
約
3
分
程
歩
き
、

松
原
町
西
交
差
点
で
立
ち
止
ま
り
、
そ
こ
か
ら
見
え
る

範
囲
に
あ
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
」
で
す
。
是
非
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
軽
食
と
少
し
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
い
た
だ

き
、
マ
イ
ク
を
持
っ
て
タ
ッ
プ
リ
４
時
間
！

11
時
30
分
～
12
時
の
間
に
入
店
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
待
っ
て
い
ま
～
す
。



地区だより（５）

。

「
囲
碁
同
好
会
」

池
上

浅
夫

各
同
好
会
の
な
か
で
も
、
最
も
古
く

か
ら
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
も
あ

る
「
囲
碁
同
好
会
」
で
す
が
、
昨
今
は

会
員
減
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
消
滅
寸

前
の
状
況
で
す
。
登
録
会
員
も
体
調
等

に
問
題
を
抱
え
、
た
ま
の
練
習
碁
も
ま

ま
な
ら
ず･････

が
現
状
で
す
。

今
後
は
、
隔
月
程
度
に
顔
を
合
わ
せ

気
楽
に
碁
盤
を
囲
み
、
そ
の
後
、
近
く

の
お
店
で
食
事
を
共
に
す
る
と
の
間
隔

の
集
ま
り
と
な
り
そ
う
で
す
。

取
り
組
み
姿
勢
で
す
が
、
以
前
の
勝

負
に
こ
だ
わ
り
切
磋
琢
磨
し
た
時
期
の

囲
碁
か
ら
、
今
で
は
大
き
く
変
わ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
趣
味
へ
と
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。誰

で
も
い
つ
始
め
て
も
遅
す
ぎ
る
事

の
な
い
囲
碁
。
興
味
を
持
っ
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。
入
会
ま
た
は
見
学

等
は
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

<囲碁同好会の活動状況>
囲碁は頭の老化を防ぎます

「
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
」

原
田

潔

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
は
、
大
津
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
て
月
／
2
回
（
原
則
火
曜

日
の
午
後
）
の
例
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
参
加
者
が
減
っ
て
常
時
は
4
名

で
す
。
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
の
ソ
フ
ト
も

「
10
」
か
ら
「
11
」
に
変
更
に
な
り
、
新

し
い
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
学
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、

「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
＆
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
２
４

（
や
さ
し
い
）
教
科
書
」
Ｓ
Ｂ
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
（
株
）
発
行
で
定
価
２
２
０
０
円

で
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
な
く
て
は
生

活
に
不
便
な
時
代
で
す
。
お
互
い
に
学
び

ま
し
ょ
う
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
と
電
源
コ
ー
ド
を
ご
持
参
い

た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
に
て
投
影
し
な
が
ら
、
お
互
い
に
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

「
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
」

吉
崎

紘
一

元
気
印
が
多
数
集
ま
っ
て
く
る
と
、

明
る
い
オ
ハ
ヨ
ー
の
声
と
体
調
、
気

温
の
話
や
人
の
う
わ
さ
な
ど
好
き
勝

手
に
ダ
ベ
リ
ン
グ
。

抽
選
で
ゲ
ー
ム
の
組
み
合
わ
せ
を

決
め
て
グ
ル
ー
プ
毎
に
「
ス
タ
ー

ト
」
の
合
図
で
一
斉
に
ゲ
ー
ム
開
始

で
す
。

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
、
「
悔
し

い
・
残
念
」
な
ど
の
声
が
高
ら
か
に

明
る
く
響
き
ま
す
。

年
齢
な
ど
忘
れ
て
元
若
者
が
若
者

に
戻
っ
た
瞬
間
で
す
。

活
動
場
所
は
、
唐
橋
運
動
公
園

（
元
三
洋
電
機
第
二
工
場
前
）
で

毎
月
第
一
日
曜
日
、
九
時
か
ら
で
す
。

予
備
日
と
し
て
第
二
日
曜
日
を
あ
て

て
い
ま
す
。

一
度
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

昔
の
仲
間
の
姿
が
見
れ
ま
す
よ
。

<

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
の
活
動
状
況>

皆
さ
ん
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
と
睨
め
っ
こ
で

各
自
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
目
指
し
て
ま
す
。

「元若者が集う」12月定例会（2025年12月8日）

ナイスショット
皆さん楽しんでいます

ゴ
ー
ル
に
入
れ
る
ま
で
は

真
剣
な
表
情
で
す

ボールの行方を後ろ
から確認
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「
一
歩
踏
み
出
し
て
！

多
く
の
人
と
会
話
を
す
る

こ
と
も
健
康
維
持
で
す
」

■
歩
こ
う
会
同
好
会
■

世
話
役
：
川
西

安
広

■
囲
碁
同
好
会
■

世
話
役
：
池
上

浅
夫

■
ゴ
ル
フ
同
好
会
■

世
話
役
：
滝
本

忠
男

■
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会
■

世
話
役
：
吉
崎

紘
一

■
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
■

世
話
役
：
原
田

潔

■
洋
友
滋
賀
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
■

世
話
役
：
片
岡

耕
作

■
山
歩
き
同
好
会
■

世
話
役
：
藤
田

三
男

■
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
■

世
話
役
：
塩
見

孝
雄

■
元
気
女
子
会
■

世
話
役
：
本
郷

喜
代
子

役員忘年会開催（2025年の反省と今後の取り組みについて）

２
０
２
５
年
12
月
の
役
員
会
後
、
本
年
度

の
役
員
慰
労
兼
忘
年
会
を
会
費
制
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
（
19
名
参
加
）

役
員
Ｏ
Ｂ
の
方
も
参
加
さ
れ
て
、
こ
れ
か

ら
の
洋
友
会
の
在
り
方
な
ど
意
見
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
国
の
叙
勲
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
、
堀
井
博
樹
さ
ん
に
も
参
加
い

た
だ
き
受
章
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

本日の役員会でこれからの洋友会の在り方等
も話し合いました。「2026年も頑張ってやって
いきます」と力を込めて話す藤田会長

一年間、お疲れ様でした。
原田相談役による

「乾杯の音頭」

2025年12月2日 瀬田「一心」にて

 
<

１
９
４
２
年
生
ま
れ
の
方>

 
       

・
平
岩 

誠
忠
さ
ん

 
 

・
大
石 

修
さ
ん

 

・
山
岡 

貞
夫
さ
ん  

 

・
服
部 

為
男
さ
ん

 
 

・
吉
崎 

紘
一
さ
ん

   
  

・
本
郷 

喜
代
子
さ
ん

 

・
北
野 

勲
さ
ん

 

・
松
尾 

幸
輔
さ
ん

    
 

・
堀
井 

喜
三
さ
ん

  

・
谷
口 

勲
さ
ん 

  
<

１
９
５
４
年
生
ま
れ
の
方>

 
 

・
細
川 

栄
二
さ
ん

  

・
島
脇 

ひ
と
み
さ
ん

滋
賀
地
区
で
は
以
上
の
12
名
の

方
が
年
男
・
年
女
で
す
。

★朝日新聞記事抜粋
11月3日滋賀版
「秋の叙勲」発表されました

「堀井さん、おめでとうござ
います」とお花を渡す
山﨑さんとのツーショット。

2025年11月３日に
「堀井 博樹さん」が
国の叙勲
「旭日単光章」を受章
されました。
”おめでとうございます”

会員の皆様のトピックスを
出来るだけ「地区便り」で
紹介いたします。

本
年
の
午
年

（
年
男
・
年
女
）


